「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第３回全体統括部会　摘録（案）
１　日　時：平成２１月６月２９日（月）１３：３０～１５：３０
２　場　所：京都市子育て支援総合センターこどもみらい館　第１研修室
３　参加者：（全体統括部会）：西岡議長，丸橋，藤本(代理)，長谷川，塚原，國場，

大田，橋本，今井，生田，浅野
　　　　　 （妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，中江，油谷(代理)，稲葉，岩佐，

谷口，前川，平野，山本，布野，黒﨑

　　　　　 （学童期思春期部会）：井越部会長，中川，山縣，砂田，瀬戸，石田，中森，

　　　　　　　　　　　　　　　　　古田

　　　　　　（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）開会挨拶

（２）配布資料の説明

（３）討議

　　　　　　　　　①各年代別部会からの報告（学習プログラム素案について）

　　　　　　　　　②学習プログラムの試行実施について
　　　　　　　　　③学習プログラムの活用の場について

　　　　　　　　　④学習プログラムの支援者について

　　　　　　　　　⑤「親の学び」冊子の概要案について

　　　　　  （４）その他

　　　　　  （５）閉会挨拶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１　開会挨拶（議長）

各部会で検討を続けていただいている皆様に敬意を表したい。親が関わり，社会が関わって，子どもたちを育てると同時に，親も成長していこうという，京都らしい素晴らしいものができていると思う。
本日は，本音と建て前といった日本的ではないディスカッションで，活発に意見を交わしていただければと思う。
２　配布資料の説明（事務局）

　事務局から会議の進行及び配布資料等について説明
３　各部会からの報告

＜妊娠期乳幼児期部会（部会長）＞

　前回の全体統括部会以降，４月２７日に第６回ワーキング部会，６月１１日に第７回ワーキング部会，７月２４日に第４回年代別作業部会を開催。そこでは，「赤ちゃんといる生活イメージ」「離乳食」「親子で遊ぶ」「自我の芽生えと生活習慣」「他児とのトラブルとしつけ」の５テーマを試行実施しながら見直しを検討すること，試行実施の場について検討することを確認した。

「支援者用プログラムの手引き」は，支援者が内容を深く把握できるように，ねらい，

目的，ポイント，進め方，注意点などを記載し，１冊にまとめた。子どもの育ちや年代に応じたテーマの選定や，参加者や場所に応じた展開の手法，自由に組み合わせた活用ができるような内容にしている。全体のねらいとしては，講座を子育ての悩みを共有する場にすること，一人一人かけがいのない子どもであることの気づきになること，ひとりで子育てをするのではなく，悩んだ時，つらい時は周囲の人を巻き込んで子育てをしたらいいということを伝えること。

　試行実施は，先日の年代別作業部会で協議し，４カ所が決定している。その他に，保育所（園）・保健所などで実施可能なところに手を挙げてもらっており，事務局で調整を行っている。各テーマ，少なくとも２回は試行実施をしたいと思う。
＜学童期思春期部会（部会長）＞

　前回の全体統括部会以降，５月２６日に第６回部会を開催。プログラムの各テーマの内容等について，試行実施を行いながら，見直しをすることを確認した。

　プログラム作成に当たって，Ａ，Ｂ，Ｃ３つのチーム編成を行い，具体的な作業を進め
ている。現在，チームごとに学習者用ワークシート，支援者用テキスト，また必要な資料
等の検討を行っており，８月中の作成を目指している。

試行実施は，６月４日に第三錦林小学校の「子育て語り合いサロン」を活用し「いつ
くしむ」を行った。支援者は，部会メンバーである生涯学習部首席社会教育主事が行った。参加者は１２名で，低学年の子どもを持つ親が多かった。６名ずつ２つのグループに分かれて語り合うと，次々と子どもの話があふれ出て，すごい盛り上がりを見せた。ただ，時間も限られているので，話の軸がそれないように進めていく必要性を感じた。それでも９０分は必要。また，支援者１人に対して，参加者は１グループ６，７名で，３グループまでが適当だと思った。参加者の感想を少し紹介すると，「いつも目の前の子育てしか目が行かず，子どもを叱ることもあるが，子どもたちが生まれたとき，元気であればと願った初心を振り返るいい機会になった。」「いつくしむというのは，自分，子ども，その子どもへと続くだけでなく，逆に，自分の先祖までもさかのぼることを教えてもらえてよかった。」等があった。今回の参加者には，親である自分も子どもも一人一人がかけがえのない存在であることを再認識していただけ，「いつくしむ」のねらいは達成できたと思う。一方，講座の実施にあたっては支援者の力が大変大きかった。内容を押しつけず，参加者の自由な話し合いを大切にした進行を心掛け，参加者が行って楽しい，話してよかった，聞いてもらって安心したと感じてもらえたと思う。引き続き，試行実施を行いながら，より実践的なプログラムになるよう改良を進めていく。

４　討議

議長　　　　妊娠期乳幼児期部会は，支援者用プログラムが充実されており，学童期思春
期部会は，試行実施の内容を具体的に説明いただいた。軸がぶれないように，よいものにするためには試行が必要。そこで，試行実施に関して，改めて，事務局から説明をお願いしたい。
事務局　　　妊娠期乳幼児期部会は，現在，児童館に協力いただく分と，みらい館で実施する分とで４つを予定しており，他にも調整を図っているところ。全体統括部会の参加団体や施設などにも協力をお願いしたい。支援者は，各団体の中から適任者を選んでいただき，実施してもらう予定。詳細は事務局と調整をさせていただきたい。
学童期思春期部会は，先ほど報告した試行実施の他，小学校ＰＴＡの理事，小・中学校のＰＴＡ，学校を拠点に子育て不安や交流の支援等を行っている子育てサポーターや生涯学習コーディネーターの研修の一環として実施を予定している。また，７月の小・中学校の校長会で，試行実施を呼び掛けていく。支援　者は，当面，生涯学習部の社会教育主事が行う予定。学校にＰＴＡからも提案をしてもらえれば，試行実施の機会も増えると思うので，ＰＴＡにも協力をお願いしたい。各団体についても，やってみようという所があれば，ぜひお願いしたい。


議長　　　　試行実施にあたり，何か工夫が必要なことや，不安はあるか。
委員　　　　父親も参加しやすいようなプログラムの工夫も必要かと思うし，親がゆった
りとした気持ちで自分自身を振り返る場になればと考えている。
部会長　　　今回，児童館で「離乳食」の試行実施をするが，基本的には児童館には調理
設備がないので，地域の学校に協力いただく。栄養士についても他から協力い
ただく。このように，色々な形で色々な人とつながって，広げていけたらと思
う。
議長　　　　次に，学習プログラムの活用の場及び支援者について，事務局から説明をお願いする。
事務局　　　活用の場については，既に行われている子育て支援の事業との連携ができないか考えている。来年度の本格実施に向けて，既存の事業の活用可能性を検討するとともに，更なる活用の場の拡大を皆様にもご検討いただきたい。

　　　　　　妊娠期乳幼児期については，本格実施にあたり，支援者をどうするかが大きな課題。支援者には相当の専門知識が必要なので，一からの支援者養成はかなり難しい。そこで，それぞれ専門の方が実施している事業の中で，支援者も含めて，実施をお願いできないかと考えている。

　　　　　　学童期思春期では，学校での家庭教育学級や子育て語り合いサロン，ＰＴＡ研修会などで実施が可能ではないかと考えている。支援者は，本格実施に向けて来年度に養成講座を行い，子育てサポーターをはじめ，様々な方に支援者になっていただけるように呼び掛ける。皆様の団体にも支援者養成講座への参画をお願いできたらと思う。

議長　　　　各団体で活用いただけると仮定して，活用にはどのような問題があるか，どのようにすれば支援者を効果的に養成できるのか等，それぞれの立場の意見を聞かせていただきたい。

委員　　　　７月１５日の午後に実施する下京保健所の両親教室について，保健所の了解が得られれば，その中の１時間を試行実施の時間にできればと思う。最近，両親教室でも助産師の担当時間が短くなってきているので，ぜひこれを機会に，助産師が関わっていけるような時間を，もう少し長く担当させてもらえたらと思う。妊娠期においては，カウンセリング的な役目もできる助産師が支援者をするのが一番妥当だと思う。
委員　　　　おやじの会で試行実施をする場合，ほとんどの参加者が小学生の保護者なので，対象は学童期思春期のプログラムかなと思っている。ただ，おやじの会はほとんどがお父さんばかりなので，データをとるための試行ということであれば，本格実施につながるのか想像がつかない。

委員　　　　中学校のＰＴＡは小学校ほど普段活発に活動をしていないと感じる。中学生の保護者を対象に実施した場合，人が集まるのか心配。知り合いに頼むことはできるが中学校でそれぐらい集まってもらえるのか疑問。
議長　　　　プログラムの対象に小・中学校と書いているが，小学校と中学校ではかなり実情の違いがあるようなので，今後また検討いただきたいと思う。
委員　　　　中学校になると，小学校の時よりも親同士のつながりが希薄であったり，行事への参加が減ったりするので，各単Ｐでのプログラムの実施はなかなか難しいかもしれないが，各校の親まなび委員は支部単位で活発に活動しているので，まずは支部正副代表者会議でのプログラム実施を定着させ，その後，各支部親まなび委員会，さらには単Ｐでの実施へとつなげていければいいと思う。

委員　　　　乳幼児期は親と子どもが一体になっている時期なので，参加にあたり，託児
をしてもらえるのかが心配。子どもが一緒ではできないこともあるので，託児
も必要ではないかと思う。その辺の検討も必要。
議長　　　　実施にあたって，様々な課題があると思うので，今後も検討をお願いしたい。支援者養成についてはどうか。

事務局　　　支援者は，子育てが一息ついた人が寄り添うような形で一緒に進めるのもいいと思う。参加者と同じように悩んだ人が支援者だと，共感もできる。そういう意味でも，子育てサポーター，ＰＴＡの役職者やＯＢの方も支援者になっていただけるように養成できたらと思う。
委員　　　　試行実施先を探すにあたって，プログラムの内容を言葉では伝えにくい部分もあるので案内状やパンフレットのようなものも必要だと思う。

事務局　　　資料２に，プログラムの内容等をまとめているので，試行実施にあたっては，これを説明に使っていただきたい。また。「いつくしむ」のワークシート等を参考にイメージしていただけると考えている。

議長　　　　試行実施については，この資料を活用するとして，本格実施に入った場合，プログラムの案内冊子も必要かと思うので，それについて事務局から説明をお願いしたい。
事務局　　　妊娠期から思春期までの全ての保護者の方に本プログラムを紹介するようなリーフレットの作成を検討している。目的としては，一つは本プログラムを紹介し参加を促すこと，もう一つは，プログラムに参加できない人もリーフレット見ることで，必要な情報を得られること。内容としては，親として知っておきたいこと，コミュニケーションを高めるための方法，本プログラムの講座の紹介，各種相談機関の紹介等を掲載したガイドブック的なもので，既に行政や各団体で作成されている立派な情報誌があるので，それをまとめ直すというよりも，そういった情報誌を紹介していく。縦割り行政の中で，肝心の保護者に輪切りの情報しか届かなかったのを，行政の側でも共有して，相互に連携して作成する。分量としては，８ページ，両面の４つ折り程度。具体的な内容等については，今後，部会でも検討していきたい。

議長　　　　子どもを共に育む親支援プログラムなので，全体に必要だと思うものをまとめていただければありがたい。
委員　　　　パンフレットは，いくらいいものでも知らなければ利用できない。どのように多くの人に知ってもらうか知恵を絞っていただきたい。
京都経済同友会の教育問題研究委員会では，今，食育をテーマに取り組んでいる。最近，近親者の殺人など悲惨な事件が相次いでいるが，これは，命をつむぐ大切さや自分が生かされていることへの感謝の気持ちを知らない，また教えられていないのが背景にあるのではないかと思う。そこで，食育を通じて命をつむぐ大切さ，食への感謝の気持ちを，毎日の食事のときに文言を唱和することによって，知らず知らずのうちに形づくっていこうという提案をまとめ，小学校で毎回唱和してもらおうと考えている。ただ，家庭でも取り組んでもらうことが大事。プログラムの中に，食への感謝のように，ささいな毎日の習慣からそういった気持ちを涵養できるようなものを加えていただければと思うので，検討をお願いしたい。
委員　　　　リーフレットについて，情報を共有する，基本的な知識を伝えるというのは賛成だが，字が多いと読んでもらえないので工夫が必要。また，経済情勢が悪いので，時間も余裕もなく自分の家のことで精一杯の人も多い。だから，みんなが無理なく楽しく，リーフレットを見て何かの時に行ってみようと思ってもらえるものを作っていただきたい。親をこうしてやろう，注意しようという視点は，親が敏感に反応し，離れていく。プログラムは本当にまじめに子育てをしたくて悩んでいる母親たちが行ける場であってほしいし，「かけがえのないあなたがすごく大切な人です」というメッセージを入れて，頑張っている気持ちが楽になり，子どもって大事で，自分も好きというような肯定的なものになればいいと思う。
議長　　　　頑張っている親も，悪いところとかを分かっていてもなかなかうまくいかない親も，皆，同じようなところで悩んでいる。親自身が変わっていける，成長していけるようなプログラムにしていただきたい。冊子に関して，要望などがあれば，直接，事務局にお話しいただけたらと思う。
委員　　　　できるだけ多くの方にプログラムを受けてもらいたいので，各学校の保護者
会等で年１回は実施するという気持ちで取り組んでいただきたい。参加者がよ
い経験ができれば，口コミで広がり，次の人を誘うということが起こってくる。そうすると，受けたいのに，どこに行ったら受けられるのかという問題がで
てくるが，学区や地域での事業に必ず１，２回はこのプログラムが入っていて，
受けたい人は受けられるよう市内に行き渡らせていこうという覚悟を持って，
私もやっていきたいと思う。

委員　　　　今あるところをまずリストアップして，試行実施を考えているが，小・中学校などの保護者の方だけではなく，現在，学校運営協議会を立ち上げ，地域ぐるみで学校運営を行っている観点からも，地域の方も，支援者など参加しやすい形の事業にできたらと思う。
委員　　　　無理なく，楽しく，悩みを抱えている人も気軽に来られるのが本プログラムの本質かなと思う。それに加えて，子育てのヒントになる情報があるプログラムにしたい。そうすることで，親同士が学び合ったり，支え合ったりする場になると思う。その中で，色々な親のしんどさがいっぱい出てくると思うが，周りの保護者や地域が支えられる程度のものや，専門的なサポートが必要なものもある。実際に動き始めた時に，そういった課題をどう収束させていくのか，本当の支援にどうつなげていくのかを考える体制も必要。色々なサポートが必要な場合を抽出して，整理して，支援につなげるネットワークがつくれないかと思う。行政の連携があれば，大きな問題になる前の発生段階で，解決に向けて支援できることもあると思う。
議長　　　　このプロジェクトは，プログラムが完成して終わりではなく，どのように継続・維持していくか，行政も含めて，踏み込んだシステムづくりが必要。

部会長　　　子育ては，乳幼児期から学童期思春期，そしてまた次の段階へとつながって
いると思う。本プログラムには，テーマがたくさんあるが，パート，パートに
分かれて切れるものではなく，全部がつながっている。
ＰＴＡのはぐくみ委員は，各小学校に必ず一人いて，本来ならばＰＴＡの全
員がはぐくみ委員でもいいと思っている。はぐくみ委員でやっていきたいことは，このプログラムの内容のとおりなので，実際の場面で活用していきたい。
委員　　　　「地域」という言葉のくくりがとても大切だと思う。公立の小学校，中学校区を前提にするだけではなく，私学に通っている親にも気になることがたくさんあるので，子ども支援センター等にも声をかけていく。

それから，いつ，どこで，どういう講座をしているかの情報を発信するアイデアを考えている。たくさんの方の手元に届くような工夫が必要。また，この講座を受けたいなと思うよう，ちょっとしたサンプルがもらえるとか，参加したらシールを貼っていくとか，何か達成感を感じられることができたらいい。
５　今後の予定（事務局）
試行実施を行いながら，９月頃までに修正・検討をしていきたい。リーフレットは，事
務局と各部会で意見交換をしながら内容を検討し，１０月の全体総括部会で提案したいと思う。プログラムの確定とリーフレット原稿の完成は１月を目標にしており，その後の全体総括部会で最終確認いただければと思う。
　
６　閉会挨拶（政策監）
　熱心な意見・提言をいただき感謝している。
今年は，子育て支援の総合計画である「京・子どもいきいきプラン」の見直しの年で，それに先立ち，昨年１２月に市民ニーズ調査，意識調査を行った。その中で，「子育てをしている今の気持ちはどうですか」という質問があり，５０パーセント以上の方が「楽しい」と回答。その一方で，お母さん方を中心に約３割の方が，悩むことが結構多いという回答が寄せられた。「そういう場合，だれに相談しますか」という質問に，御主人という回答が一番多かったが，前回調査と比べて，10ポイント減っている。また親族への相談もかなり減っており，そういう意味では，子育て支援の場を利用した本プログラムの開発は有意義なことであると思う。「子どもを共に育む京都市民憲章」を広げ，よりよい支援を進めていくので，皆様の御協力，御支援を今後ともお願いしたい。
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